
「園遊会」ってなぁに？ ～初めて入会される方へ～ 「園遊会」は、親子のふれあいや育児相談を行い、親同士が子育ての情報交換を通じて、お友だち

をつくる会です。どうぞ、お誘い合わせの上、「園遊会」にお出かけ下さい。3学期は3月１日開催予定のこぐま座による着ぐるみ人形劇「赤ずきん」を予定し

ています。無料ご招待・予約制です。時間やお申込みなど詳細は最後のページをご確認ください。
〈お問い合わせ〉 旭たちばな幼稚園 たちばな保育園

Tel：046-232-0992 Tel：046-231-5831

●たちばな育児センター（たちばな保育園・旭たちばな幼稚園）
〒243-0412 海老名市浜田町23-14

＜公式HP＞ http://www.tatibana.ed.jp HP入口はこちら☞
＜E-mail＞ info@tatibana.ed.jp



寒くても負けずにの園庭で元気いっぱい遊ぶ子ど
もたち。お天気の日は、冬の心地よい日差しの中
で、たちばなっ子は毎日思いっきり遊びます。季
節を感じる園庭は宝物がいっぱいです。

モンテッソーリ教具にある『葉のタン

ス』から、葉の形とその名前を知った

年長さん。そんな年長さんにとって、

園庭は葉っぱ探しの探検場所。敷地内

の妙常寺の境内にも大きなイチョウの

木があります。特に年長児は、お友達

と見つけた葉っぱの形を言葉にして、

会話がはずみます。どの形の仲間なの

か、知ったばかりの知識をフル稼働さ

せて探します。泉のように湧き上がる

興味に従って、葉っぱ探し探検を終え

ると部屋に戻り、画用紙に貼り名前を

書いてまとめます（下の写真）。注意

深く観察できる力は新しい発見となり

益々興味を伸ばしていきます。

秋の収穫を楽しみに、園庭の小さな花壇にさつま芋の

苗を植えたのは１学期。夏休みの間には、花壇いっぱいに伸びた長いつると大きな葉っぱが生い茂り、花壇の土が見えない程に

なりました。２学期、子どもたちの遊ぶそばでぐんぐん育った幼稚園のさつま芋。秋、その収穫は一瞬でした（笑）。にぎにぎ、

わいわい♪みんなの歓喜と笑顔に囲まれて収穫されたさつま芋！少し恥ずかしそうに照れ笑いをしているようでした。その後、

葉やツルの観察をしていたクラスでは…長さを測ってみてびっくり、３ｍ以上も！口々に「やっぱり長いねー」「ほんとに長い

んだねー！！」と改めてその長さににも

驚いた様子でした。

玄米の観察から始まる幼稚園の行事「おもちつき」

玄米の殻が「ぬか」になること、精米機を通してもち米

となって白くなることなど、もち米までの工程を見たり、

触ったり、においをかいで確かめました。いよいよおもちつき当日には、薪を

くべて窯を炊き、湧き出る湯気と白い煙に園庭がモクモクに。窯自体も薪のパチ

パチ燃える音までも新鮮です。蒸し上がったもち米の香りに「イイ匂い！」と

喜ぶ子どもたち。ホールでは杵(きね)でぺったん！とつくたびに大興奮！鏡餅の

形を整える時も「フワフワ♡」「気持ちい～」とその感触にうっとりしながら

作っていました。紙芝居から、昔からある神様にまつわる鏡餅の知識も学びました。

昨年11月海老名市文化会館にて開催された旭たちばな

幼稚園の音楽会。園児たちの合唱と合奏を大きな舞台

で発表することができました。自ら音を奏で大きな

ハーモニーとなった一体感を感じながらの演奏や合唱は、

きっと経験した者だけの大きな財産となることでしょう。音楽会までの過程では、

お友達同士で教え合う姿も多く見られました。ひとりで歌うこと、演奏すること

は簡単かもしれません。だけど、「みんなが一つに」の意識は、周りへの配慮や

協調性、そして思いやりや助け合いといった形で

子どもたちの心を豊かに成長させてくれ

ました。音楽を通して、一回りも二回

りも大きくなった子どもたちです。

行事には観客席側から観ていた

２歳児クラス・きらきら組(満３歳

児クラス)のお友達も楽器遊びが

大好き♪自ら奏でる音が喜びとなって

共有し合う姿には、いつもほっこりです。

。
旬の野菜を知ることは、丈夫な体作りにつながる大切な知識です。スーパーでは季節感を感じさ

せない野菜コーナーで子どもたちにとってはお馴染み野菜を題材に、「夏野菜」「冬野菜」と

分類し、その効能を学びました。何となく知っていた身近な野菜ですが、

観察してみると様々な発見があります。中でもかぼちゃの種に興味深々だった

クラスでは、「いったいいくつあるんだろう？」という興味から、種を並べて

数えてみることに。すると…277粒の種が一つのかぼちゃから発見され、すごい！

と感動した子どもたち。見て、触って、においをかいで確かめて、みんなの

観察眼も鋭く、普段は食材として触る機会が少ないからか、この日は

「観察」を目的に、ここぞとばかり小さな手で皮をはいでみたり、削ったり、

鼻を押し付けて匂いを嗅いだり、新しい発見に期待を膨らませていました。


